










とゴミを分別し、物の循環システムがよく行われている（Bohn,1997； Wills,1988）。  





    ①環境問題に対する意識を高めること。 
    ②責任をもって環境とかかわる心構えを促すこと。 














































































































 1967年にイギリスの教育科学省は（Department of Education and Science）『子ど
もと彼らの小学校』（Children and Their Primary Schools）という報告を発行した。
この報告は学校で教材としての環境の価値を認め、イギリスでの環境教育普及の出発
点となった（Neal&Palmer,1990）。それ以来、イギリスの環境教育の展開は国家環境教
育協会（National Association for Environmental Education: NAEE）と1968年に設

















（National Curriculum Council NCC）の議定書：ナショナル・カリキュラムとホ
ール・カリキュラム・プラン（Whole Curriculum Planning）で示されたクロス-
カリキュラァ・テーマの一つである。これは 10教科以外に追加される教科
（additional subject）ではない。環境教育の多くの要素は、ナショナル・カリ
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キュラムの教科や時間割に用意されている他の活動を通して、さらに、学校生活
の様々な側面を通して促進される。」（NCC,1990,p.175） 
 教科を通しての環境教育の役割は、以下のように指摘されている。 
 「カリキュラムの全ての教科は、環境教育の展開に独自の貢献をすることがで
き、ひいては、環境教育を豊かなものにさせ、それらの教科に新しい展望をもた
らすことができる…」（NCC,1990,p.184）。 
 「各教科の領域は、人類の理解と経験の様々な側面を探究する。さらに、それ
ぞれの教科は、児童生徒たちが人間の行動とその環境への影響に関する洞察力を
発達させることができる。ホール・カリキュラムに描かれた環境教育の学習計画
は児童生徒たちに先に述べた物質的、地理的、生物的、社会的、経済的、政治的、
工学的、美的、倫理的、精神的な観点から環境問題を考える機会を与えるであろ
う。このアプローチは、幅広さとバランスをもたらし、児童生徒たちが、開かれ
た心と意見や信念を尊重することを発達させるのと同時に、彼ら自身のアイデア
や価値を探究していくことを促進することであろう。例えば、英語、美術、音楽
及び演劇は環境に対する美的な理解を発達させるという重要な部分を担ってい
る。それらは環境の設計的な側面と、美的、実用的及び経済的考察の間で起こる
論争を理解する機会を与える。歴史、地理及び宗教教育の学習は、児童生徒たち
が彼らの環境に対する価値観を明確にしていくのを支援するという特に重要な
役割を担っている。」（NCC,1990,p.189） 
 また、NCCのガイダンスで、環境に対する知識・認識を育成できるそれぞれの教科
の各単元やトピックも明記されている。つまり、上記の引用はイギリスでナショナル・
カリキュラムの全ての教科は環境教育に独自の貢献ができ、また、全ての教科の可能
性を環境教育に活用する重要性が強調されている。また、そのアプローチの広さとバ
ランスが大変重要であることも指摘されている。 
 クロス-カリキュラァ・テーマである環境教育の役割については以下の議論がある。 
「児童生徒が他の教科から得ている知識、理解、技能を利用し、発展させる媒介物を
提供できる。…クロス-カリキュラァ・テーマとしての環境教育は、児童生徒に彼らの
周囲の環境、問題環境についてどのように決定が選択され、人々が意志決定の過程に
参加する機会を得ているかを理解する機会を与えてくれる。」（Neal & 
Palmer,1990.p.21）（筆者下線） 
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 すなわち、クロス-カリキュラァ・テーマは児童生徒たちが各教科から得ている知識、
態度、技能等を使い、周囲の環境、環境問題を理解し、問題の解決や環境の改善に参
加できる技能、態度、行動を育成することである。つまり、各教科は基礎的な知識、
技能、態度を育成し、クロス-カリキュラァ・テーマはそれらを使用し、実際の環境、
環境問題、児童生徒の周囲の環境、環境問題に対応する場であるととらえることがで
きる。 
 つまり、イギリスの環境教育はまず、既存の教科を活用しながら、「クロスカリキュ
ラァ・テーマ」という総合的な学習を通して取り扱われている。また、教科の主な役
割は知識、理解、技能を育成し、総合的な学習は具体的な環境、環境問題をテーマと
し、問題の解決や環境の改善に参加する機会（行動）を与えると言える。 
 
２．２ 環境教育の三つの要素 
 
 NCCのカリキュラム・ガイダンスは環境教育の三つの要素について以下のように明
記している。 
「環境教育は三つのつながった要素から構成されるものと考えられる。 
①環境についての教育（知識） 
②環境のための教育（価値観、態度、積極的な行動） 
③環境の中であるいは環境を通しての教育（素材による方法） 
 これらは異なった方法で計画に寄与する。これらは相互に関係しており、計画の段
階で教師たちは、児童生徒たちがこのつながりをつくれるように手助けをすべきであ
る。」（NCC,1990,p.184） 
 第２章の第２節（p.35-36）と第３章の第２節（p.49-50）で環境教育における有名
な「環境についての教育」、「環境のための教育」と「環境の中での教育」という三つ
の要素について触れた。第１の「環境についての教育」は環境についての認識を育成
することととらえられている。第２の「環境のための教育」は環境に対する行動育成
することである。第３の「環境の中であるいは環境を通しての教育」は環境を素材と
して取り扱うことである。これらは元々イギリスで発想され、世界に広く認められる
ようになっている。NCCのカリキュラムガイダンスは、その三つの要素のつながりを
強調している。 
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 第２章第２節（p.36）で引用した Lucasの意見で強調したように、これらの三つの
要素の密接な関係を確保するのは、環境に対する認識と環境保護行動を両方育成する
条件である。その条件は第３章第２節第１と２項で述べたように身近な地域に当ては
めると、「地域について学ぶ」、「地域のために学ぶ」、「地域を通して学ぶ」となり、身
近な環境―地域環境―の改善と身近な環境―地域環境―を通して地球環境の改善を目
指す重要な教育の在り方である。 
 イギリスにおける環境教育については以下のようにまとめることができる。第１に、
イギリスでは、環境教育は新しい教科として設定されてない。環境教育はカリキュラ
ムの全ての教科と活動で取り上げられており、また、「環境教育」というクロス-カリ
キュラァ・テーマも設定されている。第２に、環境教育の三つの要素の発想とそれら
のつながりを強調することによって、イギリスでは身近な環境を重視し、環境教育に
おける認識の育成と行動の育成のバランスを取ることを目指していることである。第
３に、第２章第１節第１項（p.24）で、Neal&Palmer（1990）の文章の引用からも明ら
かになったように、イギリスで環境教育は他の教科や活動、そして教育分野と密接に
つながり、環境教育は学校教育と切っても切れない部分として取り扱われている点で
ある。 
 イギリスの小学校の具体的な授業事例は資料２（p.63）に示されている。 
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